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開講挨拶の泉 司常務理事講義中の池田 寛先生

受講生の皆さん

「
平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
四
日

（
土
）
二
十
五
日
（
日
）
の
二
日
間

第
一
回
・
第
二
回
要
約
筆
記
補
習
講

習
が
札
幌
の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
で
受
講
生
三
十
五
名
が
出
席
の

下
、
開
催
致
し
ま
し
た
。

第
一
回
、
八
月
二
十
四
日
（
土
）

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

泉
司

常
務
理
事
の
開
講
挨
拶
の

後
、
第
一
講
目
は
、
元
中
央
小
学
校

の「
聞
こ
え
の
教
室
」担
当
教
諭
で
、

現
在
も
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
る

い

け

だ

ひ
ろ
し

池
田

寛
氏
に
よ
る
「
日
本
語
の

基
礎
知
識
」
を
テ
ー
マ
に
二
時
間
の

講
義
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
全
国
要
約
筆
記
問

み

や

け

は

つ

ほ

題
研
究
会

三
宅

初
穂

理
事
長

に
よ
る
「
要
約
筆
記
者
養
成
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
そ
こ
で
学
ぶ
も
の
」、「
聴

覚
障
害
の
基
礎
知
識
・
要
約
筆
記
の

基
礎
知
識
」
を
テ
ー
マ
に
休
憩
を
は

さ
み
、
十
三
時
か
ら
十
七
時
三
十
分

迄
、
配
布
資
料
を
基
に
講
義
が
あ
り

ま
し
た
。

第
二
回
、
八
月
二
十
五
日
（
日
）

一
講
目
、「
要
約
筆
記
観
の
変
遷
」

二
講
目
、「
話
し
言
葉
の
学
習
」
み

や

け

を
テ
ー
マ
に
前
日
に
続
き
、
三
宅

は

つ

ほ

初
穂

理
事
長
に
よ
る
講
義
が
十
時

か
ら
昼
食
を
は
さ
ん
で
十
五
時
迄
有

り
ま
し
た
。
お
帰
り
の
際
に
受
講
生

全
員
か
ら
、感
謝
を
こ
め
て
拍
手
で
、

お
見
送
り
致
し

ま
し
た
。

三
講
目
、「
日

本
国
憲
法
と
人

権

思

想
」
を

テ
ー
マ
に
北
海

道
ひ
び
き
法
律

は
や
し

事
務
所
林

ち

が

こ

千
賀
子
弁
護
士

の
講
義
が
十
七

時
十
五
分
迄
有

り
、
質
疑
応
答

の
後
、
無
事
、

二
日
目
を
終
え

ま
し
た
。

次
回
は
、
九

月
二
十
八
日

（
土
）、
二

十

九
日
（
日
）
の

二
日
間
の
実
施

予
定
と
な
り
ま

す
。

平平
成成
二二
十十
五五
年年
度度
要要
約約
筆筆
記記

補補
習習
講講
習習
開開
始始
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「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

企
業
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
障
害
者

の
法
定
雇
用
率
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、
仕
事
を
持
つ
障
害
者
は
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
子
ど
も

が
学
ぶ
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
か

ら
、
一
般
企
業
に
就
職
す
る
生
徒
も

多
く
な
り
、
二
〇
一
一
年
は
全
国
で

約
四
千
人
、
五
年
間
で
九
百
人
増
え

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
高
等
部
の
生
徒
数
自
体

が
増
え
て
い
る
た
め
、
就
職
率
は
二

十
％
台
前
半
か
ら
上
が
っ
て
い
な

い
。
各
校
と
も
就
職
先
の
開
拓
に
苦

心
し
て
い
ま
す
。

国
は
今
年
度
か
ら
、
職
場
実
習
推

進
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

都
道
府
県
の
労
働
局
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

が
、
地
域
の
企
業
に
働
き
か
け
て
実

習
の
受
け
入
れ
先
企
業
を
確
保
。
希

望
す
る
生
徒
ら
と
の
橋
渡
し
を
し
ま
す
。

都
道
府
県
の
労
働
局
に
は
、
実
習

推
進
に
当
た
る
「
就
職
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」を
新
た
に
配
置
し
ま
す
。

連
絡
会
議
を
設
置
し
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

実
習
期
間
は
五
〜
十
日
間
。

労
働
局
で
は
、
実
習
を
希
望
す
る

生
徒
と
受
け
入
れ
企
業
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
図
り
、合
同
面
接
会
、セ
ミ
ナ
ー

の
実
施
、
事
業
所
の
見
学
会
を
実
施

し
ま
す
。

受
け
入
れ
企
業
に
対
し
て
は
必
要

に
応
じ
て
実
習
を
補
助
す
る
指
導
員

を
派
遣
。

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
を
満
た
し

い
な
い
企
業
や
従
業
員
が
三
百
人
以

下
の
企
業
が
受
け
入
れ
た
場
合
、
一

人
あ
た
り
一
日
二
千
円
の
謝
礼
金
を

支
払
い
ま
す
。

実
習
を
通
じ
、
一
般
に
障
害
者
雇

用
の
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
中
小

企
業
の
採
用
を
後
押
し
し
た
い
考
え

で
す
。

た
だ
、
取
組
み
の
中
心
と
な
る
就

職
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
今
年
度

は
三
十
二
か
所
に
設
置
さ
れ
た
の

み
、
今
後
の
拡
充
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
の
も
現
状
と
な
っ
て
い

ま
す
。

左
図
を
参
照
下
さ
い
。

（
害
の
表
記
は
原
文
の
ま
ま
記
載
し

ま
し
た
）

特特
別別
支支
援援
学学
校校
なな
どど
のの
就就
職職
支支
援援
にに
つつ
いい
てて

「「「
企企企
業業業
ととと
障障障
害害害
者者者
実実実
習習習
ででで
結結結
ぶぶぶ
」」」

Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
会
員
募
集

Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
特
別
会
員

は
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
特
別

会
員
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
年

会
費
が
安
く
、
年
齢
も
低
く
設
定
さ

れ
て
お
り
ま
す

▼
入
会
資
格

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
で
男
性
六
十
歳
以
上
、

女
性
五
十
五
歳
以
上
の
方

▼
年
会
費

・
一
人

千
三
百
円

▼
会
員
特
典

・
Ｊ
Ｒ
の
窓
口
で
障
害
者
手
帳
を
提

示
し
て
購
入
の
乗
車
券
が
片
道
・

往
復
・
連
続
乗
車
の
い
ず
れ
か
で

二
百
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
利

用
の
場
合
二
〜
三
割
引
き
で
特
急

券
、
急
行
券
、
グ
リ
ー
ン
券
、
座

席
指
定
席
券
な
ど
を
購
入
で
き
ま

す
。

・
寝
台
料
金
等
対
象
外
も
あ
り
ま
す

の
で
窓
口
等
で
ご
確
認
下
さ
い
。

▼
割
引
除
外
期
間

・
四
月
二
十
七
日
〜
五
月
六
日

・
八
月
十
一
日
〜
八
月
二
十
日

・
十
二
月
二
十
八
日
〜
一
月
六
日

▼
割
引
率

・
新
規
会
員

【
初
回
〜
三
回
目→

二
割
引

四
回
目
〜
二
十
回
目→

三
割
引
】

・
更
新
会
員
【
初
回
か
ら
三
割
引
】

▼
ジ
パ
ン
グ
手
帳
の
到
着

申
込
か
ら
２
〜
３
週
間
程
度
か
か

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
・
お
問
合
せ
先

各
地
区
の
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

及
び
左
記
へ

〒
〇
六
〇
―
〇
〇
〇
二

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
七
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
四
階

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

電

話：

〇
一
一
―
二
五
一
―
一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
一
一
―
二
五
一
―
〇
八
五
八

※
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
は

「
障
が
い
者
一
一
〇
番
」
へ

「
札
幌
市
を
除
く
全
道
各
地
に

お
住
ま
い
の
障
が
い
者
及
び

そ
の
家
族
の
方
」

電

話

〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
五
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全要研 三宅 初穂理事長

（１）



盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
養
成

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
・
社
会
援
護
局
障
害

保
健
福
祉
部
は
、
平
成
二
十
五
年
四

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
障
害
者

綜
合
支
援
法
」
に
お
い
て
、
地
域
生

活
支
援
事
業
の
都
道
府
県
必
須
事
業

と
な
る
「
盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・
介

助
員
養
成
事
業
」
は
こ
れ
ま
で
都
道

府
県
任
意
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
研
修
時
間
、
研
修
内

容
等
の
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
統
一

さ
れ
た
も
の
が
な
い
状
況
で
し
た
。

四
月
一
日
か
ら
都
道
府
県
の
必
須

事
業
と
な
る
こ
と
か
ら
「
盲
ろ
う
者

向
け
通
訳
・
介
助
員
養
成
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
」
と
「
盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・

介
助
員
養
成
研
修
会
開
催
に
お
け
る

留
意
事
項
」
を
定
め
、
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
通
知
内
容
を
基
本
と
す
る

こ
と
と
し
た
。

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
概
要
」

一
、
必
修
科
目
（
四
十
二
時
間
）

養
成
目
標

盲
ろ
う
者
の
生
活
及
び
支
援
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
盲
ろ
う
者
と
の
日

常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
盲

ろ
う
者
へ
の
通
訳
・
移
動
介
助
を
行

う
際
、
最
低
必
要
な
知
識
及
び
技
術

を
習
得
す
る
。

到
達
目
標

盲
ろ
う
者
と
一
対
一
で
の
外
出

（
買
い
物
・
食
事
な
ど
に
伴
う
外

出
）
な
ど
の
日
常
生
活
上
の
場
面
に

お
い
て
、
必
要
な
通
訳
・
介
助
を
行

う
こ
と
が
で
き
る

二
、
選
択
科
目
（
四
十
二
時
間
）

養
成
目
標

必
修
科
目
の
研
修
修
了
に
加
え

て
、
盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・
介
助
員

の
役
割
・
責
務
な
ど
に
つ
い
て
理
解

と
知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
や
場
面
に
応
じ
た
通
訳
及

び
移
動
介
助
を
行
う
に
際
し
、
必
要

な
知
識
及
び
技
術
を
習
得
す
る
。

到
達
目
標

電
車
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
の
利
用
を
伴
う
外
出
や
複
数
の
者

が
参
加
す
る
講
演
会
、
会
議
な
ど
の

場
面
に
お
い
て
、
必
要
な
通
訳
・
介

助
活
動
が
出
来
る
。

ススス
タタタ
ッッッ
フフフ
常常常
駐駐駐

視視視視視視視視視視
覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚
・・・・・・・・・・
聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴
覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚
障障障障障障障障障障
害害害害害害害害害害
者者者者者者者者者者

二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十
四四四四四四四四四四
時時時時時時時時時時
間間間間間間間間間間
ササササササササササ
ポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトト

「
函
館
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ホ
ー
ム
函
館
を
つ
く
る
会

は
資
格
・
聴
覚
障
害
者
向
け
共
同
住

宅
を
函
館
市
日
吉
町
に
建
設
す
る
。

手
話
通
訳
が
出
来
る
ス
タ
ッ
フ
が
常

駐
し
サ
ポ
ー
ト
す
る
」。

福
祉
施
設
で
な
く
一
般
の
賃
貸
住

宅
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
全
国
で
初

め
て
と
注
目
さ
れ
て
い
る
。

名
称
は
「
は
こ
だ
て
の
家

日

吉
」
十
一
月
に
入
居
開
始
を
予
定
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
で
、

二
Ｄ
Ｋ
・
五
部
屋
、
と
ワ
ン
ル
ー

ム
・
三
十
二
部
屋
で
食
堂
を
備
え
、

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
整
備
、
手
話
通
訳

が
出
来
、
視
覚
障
害
者
の
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
役
も
務
め
る
ス
タ
ッ
フ
が
二

名
常
駐
。

希
望
す
れ
ば
、
通
院
な
ど
に
も
同

行
す
る
。
家
賃
は
三
万
か
ら
、
別
途
、

サ
ー
ビ
ス
料
一
万
五
千
円
程
度
が
見

込
ま
れ
る
。

す
で
に
入
居
希
望
者
が
殺
到
し
て

い
る
と
の
事
。
道
内
で
は
、
住
居
探
い

ず

み

し
に
苦
労
し
て
い
る
現
状
で
、
和
泉

理
事
長
は「
介
護
保
険
施
設
で
な
く
、

市
民
の
負
担
は
発
生
し
な
い
、
障
害

者
の
自
立
に
も
つ
な
が
る
。
先
例
と

し
て
成
功
さ
せ
た
い
。」
と
話
し
て

い
る
。

平平
成成
二二
十十
六六
年年
度度
入入
校校
生生
のの
募募
集集

「
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
」

砂
川
市
の
北
海
道
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
は
以
下
の
通
り
入
校
生

の
募
集
を
い
た
し
ま
す
の
で
ご
案

内
致
し
ま
す
。

★
受
付
期
間

〇
平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日

〜
十
一
月
二
十
日

★
選
考
日

〇
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
日

（
月
）
午
前
八
時
五
十
分
か
ら

★
選
考
場
所

〇
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
砂
川
市
焼
山
六
十
番
地
）

★
選
考
方
法

〇
学
力
試
験
・
国
語
、
数
学

〇
面
接

★
合
格
発
表

〇
平
成
二
十
五
年
十
二
月
九
日（
月
）

★
募
集
科

〇
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科

二
十
名

〇
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科

二
十
名

〇
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
科

十
名

〇
建
築
デ
ザ
イ
ン
科

二
十
名

〇
総
合
実
務
科

二
十
名

★
そ
の
他

〇
応
募
書
類
は
最
寄
の
公
共
職
業

安
定
所
に
あ
り
ま
す

〇
応
募
者
少
数
の
為
、
休
科
の
場

合
、
応
募
科
以
外
へ
の
変
更
可

能
で
す
。

問
合
先

訓
練
第
一
課

清
水

電

話
〇
一
二
五
―
五
二
―
二
七
七
四

Ｆ
ａ
ｘ
〇
一
二
五
―
五
二
―
九
一
七
七

介
護
の
自
己
負
担
二
割
に

「
年
収
三
百
数
十
万
超
世
帯
、

厚
労
省
が
検
討
へ
」

厚
生
労
働
省
は
、
現
在
一
律
と

な
っ
て
い
る
高
齢
者
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
自
己
負
担
割
合
を
、
夫
婦
の

年
収
が
三
百
数
十
万
を
超
え
る
世
帯

で
二
割
へ
引
き
上
げ
る
検
討
に
入
っ

た
。介

護
保
険
法
改
正
案
を
来
年
の
通

常
国
会
に
提
出
し
、
二
〇
一
五
年
度

か
ら
の
実
施
を
目
指
す
。

介
護
保
険
の
総
費
用
は
一
一
年
度

に
八
兆
円
を
突
破
。
制
度
開
始
時
の

二
・
三
倍
に
膨
ら
ん
で
い
る
。

利
用
者
の
自
己
負
担
増
で
給
付
財

源
を
確
保
す
る
狙
い
。

介
護
の
自
己
負
担
割
合
の
引
き
上

げ
は
初
め
て
。
よ
り
具
体
的
な
年
収

基
準
は
、
社
会
保
障
審
議
会
の
介
護

保
険
部
会
で
詰
め
年
内
に
決
定
す

る
。介

護
サ
ー
ビ
ス
の
十
一
年
度
の
利

用
者
は
四
三
四
万
人
、
高
齢
者
一
人

当
た
り
の
介
護
給
付
額
は
、
年
間
二

十
二
万
八
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

【
介
護
保
険
の
総
費
用
】

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
な
ど
在
宅
サ
ー
ビ

ス
や
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用

合
計
額
。
税
金
、
保
険
料
、
利
用
者

の
自
己
負
担
で
賄
わ
れ
る
。
要
介
護

や
要
支
援
と
認
定
さ
れ
た
人
は
、
十

三
年
四
月
時
点
で
五
六
四
万
人
。
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あ
な
た
の
ご
家
族
や
周
り
に
視
覚

と
聴
覚
に
重
複
し
て
障
害
の
あ
る
方

は
い
ま
せ
ん
か
。
北
海
道
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
方

に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

移
動
等
の
支
援
を
行
う
「
盲
ろ
う
者

通
訳
・
介
助
員
派
遣
事
業
」
を
無
料

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
盲
ろ
う
者
の
方
や
ご
家
族

に
、
こ
の
事
業
を
紹
介
し
て
通
院
や

買
い
物
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

お
伝
え
下
さ
い
。

な
お
、
事
前
に
利
用
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
手
続
き
等

は
、
左
記
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

電

話
〇
一
一
―
二
五
一
―
一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
一
―
二
五
一
―
〇
八
五
八

「
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
ま
す
」

あ
な
た
の
自
立
と
社
会
参
加
の
お

手
伝
い
を
致
し
ま
す
。
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多機能事業所
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